
 
白石市まち・ひと・しごと創生「第２期総合戦略」の体系 

人口ビジョン 総合戦略 

  

白石市の人口の現状 

○総人口はＳ60 から減少傾向、Ｈ27 までの 30 年間で

約 7,000 人（16.5％）減少 

○少子高齢化が急速に進行、高齢化率はＨ27で 31.8％ 

○出生数が減少傾向、死亡数が横ばいで自然減が進行 

○合計特殊出生率は、近年は横ばいで上昇傾向の宮城

県全体と同水準 

○転入数が減少傾向、転出数が横ばいで社会減が進

行、転出超過が続いている 

○転入・転出先はともに仙台市が最も多い 

○地区別では、白石地区は年少人口割合が最も高く、

小原地区は高齢化率が 50％超で最も高い 

人口変化が地域の将来に与える影響 

①地域経済への影響 

・産業の担い手不足、生産活動の縮小 

・中間・最終消費の縮小、市民所得の減少 

②社会保障制度への影響 

・介護保険給付費や医療費の増加 

・介護・医療を支える人材不足 

③市民活動・コミュニティへの影響 

・住民同士、世代間の関わりの希薄化 

・相互扶助など集落機能の低下 

・学校統廃合の場合のコミュニティへの影響 

④行財政運営・市民サービスなどへの影響 

・税収確保への影響 

・厳しい財政運営、市民サービスの縮小 

将来展望人口 

令和 42（2060）年：18,076人 

○社人研推計では令和 42年に 13,899人と推計される

が、魅力ある仕事の創出やまちへの誇りの醸成、結

婚・出産・子育て支援の充実等の政策誘導により、

4,177 人の上乗せを見込む 

・合計特殊出生率：令和 22 年までに段階的に 2.1 に上昇 

・純移動率：令和 12 年までに若者（20-39 歳）のマイナス

移動率を社人研推計準拠の 1/2 へ 

将来展望 基本目標 数値目標 Ｒ１⇒Ｒ７ 施策の方向 重要業績評価指標（ＫＰＩ）Ｒ１⇒Ｒ７ 

【基本目標１】 

魅力あふれるしごとと賑わいを創る 

～稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるよ

うにする～ 

○住民基本台帳人口における市民

税均等割納税義務者数の割合 

基準値：47％  

⇒ 目標値：50％ 

○法人市民税均等割納税義務者数 

基準値：764 事業所  

⇒ 目標値：770 事業所 

（１）農林産物などの高付加価値化と販路拡大支援 

（２）企業支援・新規企業誘致による働く場の創出 

【基本目標２】 

人の流れをつくり、つながりを築く 

～地域とのつながりを築き、地域への新しいひと

の流れをつくる～ 

【基本目標３】 

妊娠・出産・子育ての希望をかなえ、

子どもの輝きを育む 

～結婚・出産・子育ての希望を

かなえる～ 

（３）観光振興を通じた新たな魅力の発信 

（４）多様な働き方ができる就労環境の整備 

（１）多様な交流活動の促進と関係人口の拡大 

（２）移住・定住のための支援の充実 

（３）魅力ある景観・生活環境の構築 

（１）妊娠期から切れ目のない包括的な支援と地域

医療の充実 

（２）基礎的・基本的な学力の向上と特色ある教育

の推進 

（１）人と人が繋がり・誰もが活躍できる地域づくり 

（２）健康で活力ある社会の推進 

（３）防災・減災対策の充実、地域における防災力の強化 

（４）持続可能な行財政運営の推進 

（５）魅力ある都市空間や道路・公共交通の整備 

（６）歴史遺産・伝統文化の継承と活用 

・白石市農作物直売所連絡協議会加盟直売所 

販売収入金額 213,900 千円⇒250,000 千円 

・認定農業者・新規就農者数 74 人⇒84 人 

・企業誘致による従業員増加数 （-）⇒110 人 

・立地協定締結企業数 （-）⇒５社 

・地域おこし協力隊員の定住者数 （-）⇒６人 

○年間観光客入込数 

基準値：1,198,378 人  

⇒ 目標値：1,300,000 人 

○転出超過数の改善 

基準値：237 件  

⇒ 目標値：170 件 

○出生者数 

基準値：135 人  

⇒ 目標値：150 人 

○検定受験支援事業の利用者数 

基準値：（-）  

⇒ 目標値：1,300 人 

・しろいし子育て応援アプリ DL 数（-）⇒400 件 

・子ども女性比 17％⇒20％ 

・待機児童数 26 人⇒０人 

・婚姻届数 104 件⇒100 件 

・全国学力・学習状況調査の平均正答率 

（-）⇒全国平均以上 

・企業版ふるさと納税活用件数 （-）⇒２件 

・移住交流サポートセンター相談件数 

29 件⇒200 件  

・空き家バンク成約件数 （-）⇒７件 

・白石市に住みたい・住み続けたいと思う市民 

の割合 52.4％⇒70％ 

・第２層生活支援コーディネーターの配置地区数 

５地区⇒７地区 

・課題解決型の共同学習に取り組む地区数 

３地区⇒６地区 

・学校給食における県産品利用率 

28.7％⇒40％ 

・１日当たりＪＲ白石駅乗降者数 

2,860 人⇒3,000 人 

・歴史文化関連施設来館者数 

96,097 人⇒98,000 人 

【基本目標４】 

ともに支え合い、まちの未来を描く 

～ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力

的な地域をつくる～ 

○白石市に誇りを持てると思う市

民の割合 

基準値：27.7％  

⇒ 目標値：60％ 

○ふるさと納税寄附金受入額 

基準値：564,739 千円  

⇒ 目標値：600,000 千円 

基本目標 


